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＜連絡事項＞

・2/19（土）の安ヶ平Drの帰宅時間についてですが、外来が終了次第お帰りになる

との事なので指示受けなどある場合は帰宅前にもらって下さい。
・2/17(木)14時から心電図検査が行われます。北病棟は11名となっています。

検査当日、患者様の誘導をお願いします。

・ベットマットレスについてですが、ベットマットレスカバーの洗濯も行いますの
で消毒する前日に洗濯されたベットマットレスカバーを、朱夏よりお渡しいたし
ます。洗濯されたばかりなので、濡れていることもあります。
　洗濯されたマットレスカバーを、消毒する当日に交換します。カバーを交換した
マットレスは消毒へ出して下さい。そのまま消毒します。（カバーが濡れている
場合は消毒時に乾燥します）
交換前の汚れているカバーは伝票とともに洗濯場へ出して下さい。

　北病棟は3/11(金)からの予定となっています。

・インフルエンザが流行していますので手洗いうがいを行い予防していきましょう。

患者様へも活動や買い物から帰棟された際は声掛けをしていきましょう。

・昇格試験(中級)を受験される方は受験日を佐々木SGMへ伝えて下さい。受験しな

い事のないようにして下さい。

・看護グループ内研修の参加率が悪いので皆さん参加するようにして下さい。

・明日から2日間で中途採用者のローテーション研修があります。担当となったス

タッフはお願いします。

・避難時の護送についてですが、現在護送が1名(伊藤　五十二様)となっています

が、羽立　和子様が歩行時ふらつき見られており避難時独歩では危険な為、本日

から護送とします。ベットに白テープをつけています。

本日から護送(2名)となりますので日誌に打ち間違えのないようにして下さい。

＜患者様連絡事項＞
・宮　陽子様～退院日が3/8(火)となっていましたが、お兄様へ意向を確認し退院を

延期して欲しいとの事で3月末を目途に退院を検討していく事伝え

了解しています。本人へお兄様の意向を伝え了解されています。

　　　　　　2/17(木)に予定していた地域復帰支援検討会についてはお兄様が都

合により参加出来ないとの事なので後日行います。

　　　　　　退院が延期になった事で本人から不満が聞かれていますので、本人か

ら何か訴えてきた際は話を傾聴していきましょう。

・袴田　将志様～排便が1週間なく今朝シンラック液15滴服用し排便多量にありました。引き続き、排便状況の観察を行っていきましょう。

＜リハビリテーションプログラム2週間の経過＞

・禁煙プログラムでアンケートを実施し、参加している北病棟の患者様でほとんど

の方から「禁煙できる」と結果が出ていました。

・運動器具側に座っている患者様に対して皆さんは介入できる所まで介入していま

すか？「やらない」「やりたくない」と話す患者様をそのままにしていませんか？

精神科の患者様は生活リズムを整える事が大事です。

患者様が何の為にリハビリテーションプログラムを行っているのかスタッフ自身

が理解しなければいけません。今後、看護・介護として介入できる事を考えてい

きましょう。

＜週間予定＞

　2/14(月)・嗜好調査

　2/15(火)・嗜好調査

　　　　　・モップつけ

　　　　　・看護グループ内研修(全介護)

　2/16(水)・嗜好調査

・リネン交換(毛布)

　　　　　・看護グループ内研修(全介護)

　　　　　・看護グループ内研修(看護初級)

　2/17(木)・嗜好調査

・皮膚科診察

　2/18(金)・嗜好調査

　　　　　・歯科診察

　　　　　・法人研修

　　　　　・沢田　三朗様～13時40分から検討会

　2/20(日)・服薬モジュール締め切り

　　　　　・床屋(木村　義重様)

＜受け持ち患者様NCP評価・検討＞

・袴田　将志様～最近、落ち着きのなさ見られており昨日スタッフオフィス内に入ってくる事がありました。又、スタッフの話し掛けに対して拒否見られています。

　　　　　　　　スタッフオフィス内に侵入した事についてと本人がなぜスタッフの話し掛けに対して拒否をするのか話し合っています。

嗜好品要求があり本人は欲求が満たされないと落ち着きません。本人へ「～やりましたか？」など条件をつけてしまうと本人はいつになったらお菓子を食べれるんだと思ってしまいます。又、条件を満たせば食べれると思ってしまいます。

　　　　　　　　現在の看護計画に挙げられていますが、時間を守って頂く事が大事です。本人が時間を守ってスタッフへ訴えてきていても貰えなくては混乱します。スタッフの対応を統一していかなければいけません。時間を守って行動して頂く事も生活療法の一つです。

　　　　　　　　　本人がスタッフの話し掛けに対して拒否する事について、治療環境が整っていない事が挙げられます。本人と話をする場を持つ事が大事です。現在の精神状態から無断離院や飛び降りの危険性がある事をスタッフは認識して下さい。

　　　　　　　　患者様との会話の中で皆さんは閉ざされた質問をしていませんか？閉ざされた質問ではなく開かれた質問(どうして食べないの？)をしていきましょう。

本人に話を聞いてもらうにはスタッフ自身が考えていかなければいけません。

　　　　　
































































